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1公園管理事務所前
　おもてなし野点サービス（無料）
　 ／４月９日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰
　似顔絵コーナー（有料）
　／４月９日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰
　おもてなし観光物産展／４月６日㈬～24日㈰
　赤ちゃんステーション／４月６日㈬～24日㈰

2上田城跡公園芝生広場
　日

ひ

ノ
の

本
もと

一
いち

の○×クイズ合戦※

　／４月９日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰
　足湯コーナー（無料）
　／４月９日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰
　ちびっこチャンバラ合戦※／４月16日㈯
　乗馬体験※（有料）・甲

かっ

冑
ちゅう

着用体験※（無料）
　／４月９日㈯・10日㈰

3芝生広場おもてなしステージ
　おもてなしステージイベント※／４月９日㈯
　信州上田おもてなし武将隊
　「真田幸村と十勇士」ステージ※／４月９日㈯
　信州上田～歌と愛を紬

つむぐ

～大使
　野

の

村
むら

未
み

奈
な

歌謡ショー／４月10日㈰

4旧市民会館駐車場
　上田城真田茶屋／４月２日㈯～12月４日㈰
　おもてなし臨時観光案内所
　／４月６日㈬～17日㈰
　元祖シャッターマン／４月６日㈬～17日㈰
　甲冑着用体験（無料）／４月６日㈬～17日㈰
※印のイベントは雨天中止。

・上田城跡公園
　（堀周辺、けやき並木遊歩道、西櫓

やぐら

、櫓門）
　千本桜ライトアップ／４月６日㈬～17日㈰

5上田市観光会館
　千本桜スイーツフェア／４月２日㈯～24日㈰
　人力車（有料）
　／４月９日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰
　観光会館～柳町～勤労者福祉センター
　～真田十勇士ガーデンプレイス～観光会館

6真田十勇士ガーデンプレイス
　おもてなしステージイベント／４月９日㈯
　信州上田おもてなし武将隊
　「真田幸村と十勇士」ステージ／４月９日㈯
　まつりフィナーレ
　上田城太鼓まつり〈ジュニア編〉／４月17日㈰
★ イベント内容は、天候等により変更になる
場合があります。

第
13
回
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り

４
月
６
日
㈬
〜
17
日
㈰

　

桜
が
咲
き
誇
る
春
に
開
催
す
る
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
も
今
年
で
13
回

目
と
な
り
ま
す
。
ま
つ
り
期
間
中
は
、
市
内
の
名
品
を
は
じ
め
、
地
場
産

品
等
の
観
光
物
産
展
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
型
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
、
様
々
な
催
し
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」で
偉い

才さ
い

を
放
っ
て
い
る
戦
国
時
代
の
名
将「
真
田

昌
幸
」が
築
城
し
た
上
田
城
へ
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、
上

田
城
千
本
桜
ま
つ
り
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

重要文化財
旧常田館製糸場

まちなか
情報いいね館

真田十勇士
ガーデンプレイス

上田城
真田茶屋

まちなか循環バス バス停

まちなか循環バス経路

渋滞が予想される道路

緊急車両出入口

P 上田市共通駐車券契約駐車場
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上田城跡
北観光駐車場

旧市民会館駐車場
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上田城千本桜まつりイベントMAP
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5
6

上田城千本桜まつりイベント

　まつり期間中は、上田城跡公園周辺道路は大変混雑します。また、
同公園駐車場並びに周辺駐車場の収容台数にも限りがあるため、渋滞
を避けても駐車できない場合があ
ります。ご来場の際は、公共交通
機関をご利用ください。まつり期
間中の駐車場情報は、広報うえ
だ３月１日号を併せてご覧くださ
い。

市街地渋滞・共通駐車券契約駐車場
満空情報はこちらから

二次元コード

詳細は上田城千本桜まつり
ホームページをご覧ください

（二次元コード）
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第第
3434
回
上
田
真
田
ま
つ
り

回
上
田
真
田
ま
つ
り

４
月
４
月
2424
日
㈰
日
㈰

　

信
州
上
田
の
戦
国
時
代
絵
巻
を
再
現
す
る

上
田
真
田
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
、

中
心
市
街
地
は
交
通
規
制
と
な
り
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

余里一里花桃の里 ４月下旬～５月上旬 武石余里
武石庭園遊覧 ４月下旬～５月上旬 武石余里
第16回たけしノルディックウォーキング
in 余里花桃の里 ４月29日（金・祝） 武石体育館駐車場集合

真田をとりまく武将たち  第一期
「真田太平記に描かれた武田氏」 ～５月29日㈰10：00～18：00（入場は17：30まで） 池波正太郎真田太平記館

季節のつるし飾りと人形展 ４月６日㈬～11日㈪10：00～16：00 ゆたかや３階
上田 道と川の駅「岩鼻のはなまつり」 ４月16日～５月８日の土・日・祝日10：00～16：00 上田 道と川の駅おとぎの里
越ちひろ展 ～５月８日㈰9：00～17：00（入場16：30まで） サントミューゼ［市立美術館］
真田氏関連特別企画展  第二期
「上田城築城と第一次上田合戦」 ～６月28日㈫8：30～17：00（入場16：30まで） 市立博物館別館

「第12回桜コンサート」
市内中学校吹奏楽部演奏会 ４月10日㈰10：00～12：00 上田文化会館

期　間 　４月６日㈬～17日㈰
テーマ 　「城」、「桜」、「（上田）紬」
投句料 　無料
選　者 　秋

あき

山
やま

千
ち

枝
え

子
こ

氏、海
うん

野
の

良
りょう

三
ぞう

氏、清
し

水
みず

ゆき子
こ

氏（50音順）
投句方法 　 投句用紙（市内公共施設にあり）、又ははがき、封書に、

住所、電話、氏名、俳号（あれば）、俳句（２句まで）を
記入し、投句箱（おもてなし臨時観光案内所［上田城真
田茶屋］、臨時観光案内所［公園管理事務所］、上田市
観光会館に設置）へ投函するか、郵送（〒386-0025　
天神1-8-1　文化振興課宛）で。スマートフォンからは、
投句箱にある専用QRコードから。

　  文化振興課　TEL23・6361

●時間／場所／内容  
時　間 場　所 内　　容

9：30～16：00 上田駅前 パブリックビューイング、まつりコンシェルジュ

9：30～10：15
中心商店街通り

真田隊パレード、真田みこし、上田獅子奉納、太鼓、
民謡流し、江戸芸かっぽれ

10：35～11：50 真田軍武者行列　※特別ゲスト出演予定
10：15～10：35 真田十勇士

ガーデンプレイス
出陣の儀

13：00～15：00 ステージイベント
14：30～15：00 上田城跡公園

芝生広場
信州真田鉄砲隊演武

15：00～16：00 決戦劇

24

○交通規制のお知らせ
規制時間 　9：30～12：30
規制区域 　八十二銀行上田支店～海野町・横町交差点
　　　　　中央一丁目交差点～ふれあい福祉センター前交差点

上田城千本桜俳句会

2016さくら吟行会

関連イベント

日　時 　４月17日㈰13：20～（受付10：30～）
場　所 　サントミューゼ［多目的ルーム］
投句料 　当日句・三句一組1,000円
　賞 　さくら吟行会賞、選者特選賞ほか
　俳人加舎白雄顕彰保存会事務局（海野）
　　TEL36・4017　　　　　（  文化振興課）

　  観光課　TEL23・5408
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◆ 

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」の

　

取
組

　

１
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
信
州

上
田
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館
」に
は
、

連
日
多
く
の
方
に
御
来
館
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
４
月
２
日
に

は
ド
ラ
マ
館
前
に
城
下
町
風
の
店
舗

「
上
田
城
真
田
茶
屋
」を
オ
ー
プ
ン
し
、

観
光
客
の
皆
様
を
お
迎
え
す
る
態
勢

を
充
実
し
ま
す
。

　

今
後
も
お
客
様
を
行
政
と
民
間
の

皆
様
が
一
体
と
な
っ
て「
お
も
て
な
し

の
心
」で
お
迎
え
し
、
上
田
市
が「
日ひ
の

本も
と

一い
ち

魅
力
的
な
観
光
地
」と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　

今
年
１
月
か
ら
、
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
合
併
10
周
年
を
祝
う
記
念
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
２
月
４
日
に
市

で
は
初
め
て
の「
高
校
生
議
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
現
状
や
施
策

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
が
交
わ

さ
れ
、
次
代
を
担
う
若
者
に
頼
も
し

さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

来
年
３
月
ま
で
、
丸
子
、
真
田
、

武
石
の
各
地
域
の
特
色
を
活い

か
し
た

記
念
事
業
や
市
民
の
皆
様
が
企
画
し

た
市
民
公
募
事
業
、
冠
事
業
の
開
催

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◆「
上
田
市
創
生
」の
取
組

　

昨
年
10
月
に
策
定
し
た「
上
田
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
基
づ
く
地
方
創
生
は
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
事
業
の
推
進
段
階
に
入
り

ま
し
た
。

　

上
田
市
創
生
に
向
け
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
て
地
域
に
し
ご
と
を
創

り
、
働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
き
、
自
ら
の
未
来
を
自
ら
の

創
意
工
夫
で
切
り
拓ひ
ら

く
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆  「
学
園
都
市
づ
く
り
」と

　

長
野
大
学
の
公
立
大
学
法
人
化

　

大
学
の
専
門
知
識
を
活
用
し
た
地

域
課
題
の
解
決
や
上
田
市
の
政
策
課

題
に
即
し
た
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
市
と
大
学
が
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
加
速

さ
せ
る
契
機
に
な
り
、
総
合
計
画
で
掲

げ
る「
学
園
都
市
づ
く
り
」に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

新
年
度
に
は
、
長
野
大
学
の
公
立
法

人
化
に
関
す
る
市
民
懇
談
会
を
開
催

し
、
御
意
見
を
お
聞
き
す
る
な
ど
、
今

後
も
市
と
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
地
方
創
生
と
上
田
市
の
更
な

る
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、
引
き
続
き

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
菅
平
地
区
振
興
施
設
の
整
備

　

多
様
化
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
対

応
で
き
る
屋
内
運
動
場
や
ジ
ム
等
を

備
え
た
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
地
元
関
係
者
に
よ
り
検
討
が

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
日
本
大
会
や
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
含
め
た
事
前
合
宿
地
の
誘
致
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
向
上
や
地
域
振

興
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
事
業
費

へ
の
充
当
率
が
原
則
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
交
付
税
措
置
率
も
高
い
有

利
な
起
債
を
活
用
し
、
新
年
度
か
ら

「
菅
平
地
区
振
興
施
設
」整
備
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
循
環
型
社
会
の
形
成

　

上
田
市
及
び
上
田
地
域
広
域
連
合

の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
資
源

循
環
型
施
設
の
建
設
に
向
け
た
取
組

に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
断
さ
れ
て
い

た
意
見
交
換
会
が
去
る
２
月
17
日
に

開
催
さ
れ
、
資
源
循
環
型
施
設
建
設

対
策
連
絡
会
の
構
成
８
団
体
の
う
ち
、

諏
訪
部
自
治
会
及
び
下
沖
振
興
組
合

を
除
く
６
団
体
の
皆
様
に
御
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、「
ご
み
処
理
広

域
化
計
画
」な
ど
に
対
す
る

御
質
問
、
御
意
見
を
い
た
だ

き
、
中
で
も
、
圏
域
全
体
の

可
燃
ご
み
の
約
85
パ
ー
セ
ン

ト
を
排
出
す
る
上
田
市
の
取

組
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
必
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

減
量
化
の
成
果
が
着
実
に
現

れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も

に
、
合
意
形
成
に
向
け
て
地

域
の
皆
様
と
十
分
な
対
話
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
第
二
次
上
田
市
総
合
計
画
に

　

基
づ
く
市
政
の
推
進

　

新
た
な
10
年
間
の
市
政
経
営
の
羅

針
盤
と
な
る「
第
二
次
上
田
市
総
合
計

画
」が
ス
タ
ー
ト
し
、「
ひ
と
笑
顔
あ

ふ
れ 

輝
く
未
来
に
つ
な
が
る
健
幸
都

市
」の
実
現
に
向
け
、「
市
民
力
」、「
地

域
力
」、「
行
政
力
」を
結
集
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

計
画
の
初
年
度
と
な
る
平
成
28
年

度
の
市
政
経
営
に
臨
む
所
信
の
一
端

を
総
合
計
画
の
６
つ
の
施
策
大
綱
に

沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

◇ 「
自
治
・
協
働
・
行
政
」

　

地
域
内
分
権
に
つ
い
て
は
住
民
の

皆
様
が
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行

う「
住
民
自
治
組
織
」の
設
立
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
お
り
、新
年
度
は
、「
住

民
自
治
組
織
」が
設
立
さ
れ
る
地
域
に

対
し
、
活
動
の
基
礎
と
な
る「
地
域
ま

ち
づ
く
り
計
画
」策
定
な
ど
組
織
運
営

の
定
着
化
の
た
め
の
支
援
と
し
て
交

付
金
を
交
付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、「
住
民
自
治
組
織
」が
円

滑
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
市
内
全
域
で
地
域

内
分
権
推
進
の
足
並
み
が
揃
え
ら
れ

る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇ 「
自
然
・
生
活
環
境
」

　

大
規
模
災
害
に
対
し
て
の
備
え
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
自
ら
が
被
災

し
た
場
合
で
も
行
政
が
機
能
不
全
に

陥
ら
な
い
よ
う
、
来
年
度
に
は「
業
務

継
続
計
画
」を
策
定
し
、
速
や
か
に
応

急
・
復
旧
業
務
や
非
常
時
優
先
業
務

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り

ま
す
。

平
成
28
年
３
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
施
政
方
針　
（
要
旨
）

３月市議会定例会で
施政方針演説をする
母袋市長（２月22日）
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一
方
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

へ
の
支
援
は
、
去
る
２
月
11
日
か
ら

12
日
に
か
け
て
宮
城
県
仙
台
市
と
岩

沼
市
を
訪
れ
、
復
興
の
現
状
を
お
聞

き
し
、
被
災
者
の
皆
様
を
激
励
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
被
災
地
や
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
息
の
長
い
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇ 「
産
業
・
経
済
」

　

今
後
、
国
内
需
要
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
健
康
・
介
護
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

分
野
を
基
軸
と
し
た「
次
世
代
自
立
支

援
産
業
」の
創
出
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
域
に
千
曲
市
、
小
諸

市
、
佐
久
市
な
ど
も
含
め
た
千
曲
川

工
業
ベ
ル
ト
地
帯
の
市
町
村
と
共
に
、

「（
仮
称
）東
信
州
次
世
代
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」の
設
立
に
向
け
準

備
を
進
め
て
お
り
、
広
域
的
に
産
学

官
金
が
連
携
し
て
特
色
あ
る
産
業
の

創
出
を
図
り
、
当
地
域
の
継
続
的
発

展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇ 「
健
康
・
福
祉
」

　
「
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン

ト
制
度
」に
は
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

御
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
新

年
度
は「
イ
ン
タ
ー
バ
ル

速
歩
」や「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
」な
ど
に
加
え
、

新
た
に
制
作
し
た
「
信
濃

の
国
上
田　

健
幸
体
操
」

の
普
及
啓
発
を
図
り
、
生

活
習
慣
病
や
認
知
症
の
予

防
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

一
方
、
信
州
上
田
医
療

セ
ン
タ
ー
が
４
月
１
日
付

け
で「
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
」の
指
定
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
信

州
大
学
医
学
部
附
属
病
院

と
連
携
し
た
よ
り
高
度
な

が
ん
診
療
を
行
う
体
制
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
と
連
携
し
て
地
域
医

療
体
制
の
充
実
と
構
築
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

◇「
教
育
」

　
「
上
田
市
総
合
教
育
会
議
」に
お
い

て
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
５
年
間
を

期
間
と
す
る「
上
田
市
教
育
大
綱
」の

策
定
及
び「
上
田
市
教
育
支
援
プ
ラ

ン
」の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
学
力
向
上
の
取
組
」、「
教

育
委
員
会
組
織
の
あ
り
方
」、「
少
子

化
に
よ
る
学
校
の
小
規
模
化
へ
の
対

応
」、「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
」な
ど

に
つ
い
て
重
点
的
に
協
議
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
一
層

連
携
し
て
、
上
田
市
の
教
育
の
見
え

る
化
を
図
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
、
誰
も

が
生
涯
を
通
じ
て
学
べ
る
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

◇ 「
文
化
・
交
流
・
連
携
」

　

平
成
28
年
度
に
は
、
群
馬
交
響
楽

団
、
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
を
迎
え
て
の
演
奏
会
や
大
型

演
劇
公
演
な
ど
、
魅
力
あ
る
鑑
賞
事

業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
術
館
で
は
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

特
別
展『
真
田
丸
』」を
、
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
は
合
併
10
周
年
記
念
特

別
展「
原
田
泰
治　

大
作
展
」の
企
画

展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
を
拠
点
に
、「
文

化
の
薫
る
創
造
都
市
」の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
の
推
進

　

行
財
政
改
革
は
、
昨
年
の
８
月
以

降
、
上
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
に
お
い
て「
第
三
次
行
財
政
改
革
大

綱
」及
び「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基
本
方
針
」の
策
定
に
つ
い
て
御
審
議

い
た
だ
き
、
去
る
２
月
16
日
に
そ
れ

ぞ
れ
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
答
申
を
最
大
限
に
尊
重
し

て
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
財

政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に

基
づ
く
具
体
的
な
取
組
事
項
や
数
値

目
標
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
す
る
な
ど
、

新
た
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
不
断
の
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
結
び

　

真
田
丸
イ
ヤ
ー
と
な
る
平
成
28
年

は
、
合
併
10
周
年
の
節
目
で
あ
る
一

方
、
新
た
な
10
年
が
ス
タ
ー
ト
す
る
、

市
の
将
来
に
向
け
て
非
常
に
重
要
な

年
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
社
会
、

経
済
状
況
が
刻
々
と
変
化
す
る
中
で
、

時
代
の
潮
流
を
読
み
取
り
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
か
つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
上
田
市
総
合
計
画
や
地
方

創
生
の
総
合
戦
略
等
に
基
づ
き
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
創
出
と
実
現
に

邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

３月議会に提案した議案の概要
○条例案（23件）
　・新　　設／上田市公立大学法人評価委員会条例　ほか
　・一部改正／上田市自治基本条例　ほか

○平成27年度補正予算案（15件）
　一般会計（２件）、特別会計（８件）、企業会計（５件）

○平成28年度当初予算案（15件）
　一般会計（２件）、特別会計（８件）、企業会計（５件）

○事件決議案（６件）
　・新市建設計画の変更について　ほか 第

二
次
上
田
市
総
合
計
画
や
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
等
に
基
づ
き
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
創
出
に
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

○施政方針はインターネットでも
　ご覧いただけます
　動画・全文をご覧いただけます。

後編

動画はこちらから

上田市ホームページ前編

55



　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
、市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
６
８
６
億
６
６
９
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
４
・
１
％
、

29
億
２
７
９
１
万
円
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業
が
お
お
む
ね
終

了
し
た
こ
と
や
、
丸
子
小
牧
バ
イ
パ
ス
や
小
島
手
塚
線
の
事
業
完
了
な
ど
が
、
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
泫
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
額
は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
税
は
、
県
内
で
平
成

27
年
中
の
給
与
所
得
の
増

加
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
個
人
市
民
税
は
一
定

の
増
と
し
ま
し
た
が
、
法
人
市
民
税
は
平

成
26
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
減
額
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
市
税
全
体
で
は
平
成
27
年

度
と
比
較
し
て
１
・
６
％
増
の
２
０
６
億

円
余
の
予
算
計
上
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
約

３
億
６
千
万
円
増
の
30
億
円
余
を
計
上
し

た
ほ
か
、
地
方
交
付
税
は
、
１
４
７
億
円

の
計
上
と
し
た
こ
と
、
市
債
は
建
設
事
業

が
大
幅
に
減
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
前
年

度
と
比
較
し
て
48
億
円
余
減
の
51
億
円
余

と
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た

め
、
合
併
特
例
債
、
辺
地
対
策
事
業
債
な

ど
交
付
税
措
置
の
手
厚
い
市
債
を
最
大
限

活
用
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
の
補
助
制

度
や
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
の
活
用
に
よ

り
市
債
発
行
の
削
減
に
も
努
め
て
い
ま

す
。 歳入 平

成
28
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
予
算
額
は
、
４
％
減
の
６
８
７
億
円

　市では、市の借金にあたる市債を活用し、公共施設の整備をする場合などの財政負担を複数の年度に分け
ることにより計画的な財政運営を行っています。また、市の貯金ともいえる基金を事業実施のために有効に活
用します。

市債と基金現在高

○市債　【現在高】　1,341億円（見込）
◎市債の年度末現在高見込額

区　　　分 平成28年度末 平成27年度末 増　減
一 般 会 計 696億7,592万円 713億9,284万円 △ 17億1,692万円
特 別 会 計 4億1,781万円 5億6,112万円 △ 1億4,331万円
企 業 会 計 639億9,661万円 678億2,732万円 △ 38億3,071万円

合　　計 1,340億9,034万円 1,397億8,128万円 △ 56億9,094万円

区　　　分 平成28年度末 平成27年度末 増　減
財政調整基金 35億 920万円 41億 920万円 △ 6億円
減債基金 37億5,931万円 44億9,931万円 △ 7億4,000万円

その他の特定目的基金 98億2,480万円 102億4,242万円 △ 4億1,762万円
定額運用基金 22億 526万円 22億5,126万円 △ 4,600万円
合　　計 192億9,857万円 211億 219万円 △ 18億 362万円

○基金　【現在高】　193億円（見込）
◎基金の年度末現在高見込額

国庫支出金
71億7,520万円（10.4％）

市税
206億5,106万円（30.1％）

地方交付税
147億円（21.4％）市債

51億2,040万円（7.5％）

県支出金
36億7,719万円（5.4％）

その他
58億5,068万円（8.5％）

その他
8億3,200万円（1.2％）

（施設の使用料や各種証明
書発行手数料など）

（地方譲与税や株式等譲渡
所得割交付金など）

【市税の内訳】
固定資産税 92億8,900万円
個人市民税 72億1,805万円
法人市民税 16億 500万円
都市計画税 10億9,000万円
市たばこ税 9億8,000万円
軽自動車税 4億2,500万円
入湯税 4,400万円

地方消費税交付金
30億4,000万円（4.4％）

歳 入
686億
6,695万円

依存財源　50.3％

自主財源　49.7％

歳入

諸収入　76億2,043万円（11.1％）
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平
成
28
年
度
は
第
二
次

総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
10
年
後
の

将
来
あ
る
べ
き
理
想
の
都

市
像
の
実
現
を
念
頭
に
置
い
て
、
10
の
重

点
分
野
に
優
先
的
な
財
源
配
分
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
上
田
市
版
総
合
戦
略
に
盛

り
込
ま
れ
た
各
種
の
施
策
や
、
合
併
10
周

年
記
念
事
業
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真

田
丸
」へ
の
対
応
な
ど
、
直
面
す
る
市
政

課
題
に
も
果
敢
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
重
点
分
野
と
主
な
事
業
〉

●「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

自
主
防
災
組
織
資
器
材
購
入
補
助
金

●「
雇
用
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
」

　

企
業
誘
致
促
進
事
業
補
助
金

●「
交
流
・
定
住
の
推
進
」

　

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
事
業

●「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

　

住
民
自
治
組
織
交
付
金

●「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

●「
地
域
医
療
の
更
な
る
充
実
、

　

健
康
・
福
祉
の
増
進
」

　

健
康
幸
せ
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

●「
循
環
型
社
会
の
形
成
」

　

ご
み
減
量
・
再
資
源
化
対
策
事
業

●「
文
化（
の
薫
る
）創
造
都
市
づ
く
り
」

　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
運
営

●「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

　

教
育
環
境
等
の
整
備
」

　

 

高
校
生
を
対
象
と
し
た
給
付
型
奨
学
金
支

給
事
業

●「
自
然
環
境
の
保
全
」

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
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歳出

　  財政課　TEL23・5113

○収益的支出：人件費、施設の維持管理費など経営活動に必要な経費
○資本的支出：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

　企業会計とは、料金や使用料などの収入によって運営され
る会計です。全体では、4.6％、約８億円増えました。これ
は、産婦人科病院事業で市民債の満期一括償還金を計上した
こと、また、公共下水道事業で長寿命化計画に基づく施設整
備費が増えたことなどが主な理由です。
◎平成28年度企業会計予算一覧

　全体では、2.3％、約９億円減りました。これは、市街地
再開発事業特別会計の廃止などが主な理由です。

◎平成28年度特別会計予算一覧

企業会計（181億円） 特別会計（366億円）

会　　計　　名 平成28年度 増減率（％）
真田有線放送
電話事業

収益的支出 4,612万円 △ 7.0
資本的支出 987万円 1.5

産婦人科病院事業
収益的支出 6億3,722万円 3.1
資本的支出 3億4,941万円 777.3

水道事業
収益的支出 26億7,384万円 △ 0.3
資本的支出 20億5,953万円 10.1

公共下水道事業
収益的支出 58億2,331万円 △ 2.7
資本的支出 42億1,101万円 12.7

農業集落排水事業
収益的支出 15億1,771万円 △ 1.8
資本的支出 8億 978万円 1.0

企 業 会 計 合 計 181億3,780万円 4.6

会　　計　　名 平成28年度 増減率（％）
土地取得事業 4億円 △ 71.4
同和地区住宅新築資金等
貸付事業 2,897万円 △ 6.8

国民健康保険事業 185億5,728万円 △ 1.8
後期高齢者医療事業 18億4,484万円 6.0
介護保険事業 153億7,523万円 2.8
社会福祉授産事業 5,614万円 △ 10.6
駐車場事業 1億8,952万円 0.8
市街地再開発事業 0円 皆減
武石診療所事業 1億3,524万円 0.2

特 別 会 計 合 計 365億8,721万円 △ 2.3

歳出
686億
6,695万円

扶助費
111億6,762万円（16.3％）

人件費
100億5,081万円
（14.6％）

公債費
76億1,429万円
（11.1％）

普通建設事業費
63億8,530万円（9.3％）

補助費等
119億9,675万円（17.5％）

物件費
100億4,212万円
（14.6％）

貸付金
66億6,130万円
（9.7％）

繰出金
40億2,308万円（5.9％）

維持補修費
4億7,822万円（0.7％） 予備費

1億円（0.1％）

義務的経費
（42.0％）

投資的経費
（9.3％）

その他の経費
（48.7％）

歳出
686億
6,695万円

民生費
220億64万円
（32.0％）

土木費
88億1,193万円
（12.8％）

教育費
77億5,674万円
（11.3％）

総務費
70億4,256万円
（10.3％）

商工費
54億5,091万円（7.9％）

公債費
76億1,431万円
（11.1％）

衛生費
44億7,670万円（6.5％）

その他
（議会費・労働費・予備費）
7億4,664万円（1.2％）

消防費
18億5,727万円
（2.7％）

農林水産業費
29億926万円（4.2％）

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）

積立金 1億4,748万円（0.2％）
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～農業・林業の振興のために～

農林水産業費
29億円
（8.7％増）

○農業集落排水事業補助金……………… 9億8,947万円
○土地改良事業…………………………… 6億6,262万円
　（農道整備、水路改修、農業用ため池の耐震性調査など）
○松くい虫防除対策事業………………… 1億2,482万円
　（伐倒駆除、地上薬剤散布、樹幹薬剤注入など）
○有害鳥獣駆除対策事業……………………… 5,314万円
　（鳥獣侵入防止柵資材購入、狩猟者確保のための補助など）
○市有林整備事業……………………………… 3,978万円
○土地改良施設維持管理適正化事業………… 2,975万円
○中山間地域農業直接支払交付金…………… 2,963万円
○林道事業……………………………………… 2,896万円
　（林道整備事業、林道維持事業、治山事業）
○青年就農給付金……………………………… 2,775万円
○都市農村交流推進事業………………………… 699万円
　（クラインガルテン整備事業、稲倉棚田保全委員会補
助金など）

○６次産業化推進事業…………………………… 586万円
　（ワイン用ぶどう苗木補助など）

～ごみ処理や健康づくりなどのために～

衛　生　費
45億円
（9.7％増）

○広域連合負担金（クリーンセンターなど） 9億6,961万円
○ごみ収集処理委託事業………………… 5億2,470万円
○周産期医療緊急対策事業……………… 4億3,327万円
　（医師確保のための医学生の修学資金貸付、産婦人科
病院の医師報酬の補助など）

○予防接種事業…………………………… 3億9,706万円
　（インフルエンザ、小児用肺炎球菌など）
○ごみ減量、再資源化対策事業…………… 2億645万円
　（ごみ減量化機器等購入費補助金、「やさいまる」事業など）
○妊婦一般健診事業……………………… 1億4,086万円
○水道事業負担金……………………………… 9,241万円
○内科・小児科初期救急センター管理運営事業
　　　　　　　　……………………………… 7,098万円
○新エネルギー活用施設設置費補助金……… 3,744万円
○資源物回収促進交付金……………………… 2,348万円
　（資源物回収協力自治会等への還元金）
○健康幸せづくりプロジェクト事業………… 1,402万円

220億円
（6.2％増）

～福祉や子育て事業のために～

民　生　費
○障害者自立支援給付事業……………… 30億3,765万円
　（障がい者の日常生活・就労を支援する福祉サービス）
○児童手当支給事業……………………… 26億6,806万円
○介護保険事業特別会計への繰出……… 22億3,676万円
○後期高齢者医療制度医療費負担金…… 16億1,951万円
○民間保育所運営・助成事業…………… 15億7,768万円
○公立保育所管理運営事業……………… 14億1,261万円
○生活保護費……………………………… 11億8,000万円
○国民健康保険事業特別会計への繰出… 11億7,236万円
○臨時福祉給付金等給付事業…………… 8億2,793万円
　（臨時福祉給付金、低所得の高齢者向け給付金、障害・
基礎年金受給者向け給付金の３種類を給付します）
○福祉医療費給付事業…………………… 7億9,150万円
○児童扶養手当事業……………………… 6億5,500万円
○後期高齢者医療事業特別会計への繰出 4億7,469万円
○放課後児童クラブ運営・施設整備事業 3億4,570万円

70億円
（2.8％減）

～企画、財政など市の全般的な事務のために～
総　務　費

○交流文化芸術センター管理運営事業 4億2,076万円
　（施設管理、事業実施に係る委託料など）
○大河ドラマ「真田丸」プロモーション推進事業
　　　　　　　　………………………… 2億4,633万円
　（大河ドラマ館運営・誘客促進等に係る大河ドラマ「真
田丸」上田市推進協議会負担金など）

○地図情報システム整備事業…………… 1億8,155万円
○合併10周年記念事業 ……………………… 2,690万円
　（記念式典、番組制作、市民公募事業補助金など）
○住民自治組織交付金（３地域）……………… 1,450万円
○まちなかキャンパス運営事業……………… 1,163万円
　（開設・運営、講座開催）
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～雇用の促進と労働者福祉のために～

労　働　費
2.7億円
（6.8％減）

○ＵＩＪターンと地域若者等定住就職支援事業 3,000万円
　（ＵＩＪターン希望者及び地域の若年求職者に職場体験
研修や生活支援を実施し、上田市への移住、定住、雇
用のマッチングを促します）

○職業訓練事業補助金…………………………… 353万円

～市議会の運営のために～

議　会　費
3.8億円
（7.5％減）

○議員人件費……………………………… 2億7,720万円

大河ドラマ館
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～道路や河川などの整備のために～

土　木　費
88億円
（18.9％減）

○公共下水道事業補助金……………………… 26億1,589万円
○土地開発公社貸付金………………………………… 25億円
○道路維持事業（除雪関連経費等）…………… 5億2,955万円
○市道新設改良事業…………………………… 5億1,325万円
　（五反田新屋線をはじめ、上田橋中島線、古舟側道６号線
などの路線の整備を行います）
○交通運輸対策事業…………………………… 4億5,671万円
　（別所線対策、廃止路線代替バス運行費補助、まちなか循
環バス運行委託など）
○河川用悪水路改修事業（河川及び水路の改修） 1億8,140万円
○街路整備事業………………………………… 1億5,023万円
　（櫓下泉平線、柳町地区街なみ整備助成事業など）
○国道バイパス関連事業……………………… 1億1,350万円
○市街地再開発事業………………………………… 8,400万円
○交通安全施設整備事業（歩道の整備など）……… 6,213万円

～商工観光業の振興のために～

商　工　費
55億円
（2.5％増）

○中小企業金融対策事業……………………… 41億6,147万円
　（融資要件の緩和、融資限度額の引上げを実施します）
○観光施設管理事業…………………………… 3億3,492万円
○観光宣伝事業…………………………………… 2億561万円
　（真田氏発祥の郷誘客事業、観光協会負担金など）
○市民まつり事業………………………………… 1億412万円
　（上田城千本桜まつり、上田わっしょい、丸子ドドンコ、
真田まつり、武石夏祭りなどの負担金）
○観光施設整備事業………………………………… 5,494万円
　（菅平地区振興施設、巣栗渓谷緑の広場など）
○産学官連携推進事業……………………………… 5,195万円
　（産金官連携推進事業補助金、ものづくり企業相談体制整
備事業など）
○上田市創業支援事業……………………………… 2,780万円
　（創業促進支援事業補助金、ものづくりコワーキング施設
整備事業補助金など）
○企業誘致促進事業補助金………………………… 2,000万円

～子どもたちの教育などのために～

教　育　費
78億円
（26.4％減）

○第三中学校改築事業………………………… 14億2,709万円
　（北校舎改築・屋内運動場建設工事など）
○小中学校管理運営事業……………………… 8億2,757万円
○公民館管理運営・各種講座事業等………… 6億3,246万円
　（西部公民館整備事業など）
○本原小学校改築事業………………………… 4億9,735万円
○体育施設管理事業…………………………… 4億9,163万円
○給食センター管理運営事業……………………… 2億6万円
○図書館管理運営事業………………………… 1億8,510万円
○川西小学校改築事業………………………… 1億6,894万円
○第四中学校改築事業………………………… 1億6,205万円
○幼稚園助成事業……………………………… 1億4,165万円
○市立美術館管理運営事業……………………… 1億264万円
○児童生徒就学援助事業………………………… 1億238万円
　（経済的理由により就学が困難な児童生徒に対し、学用品
費、給食費などの支援を行います）

○高校生を対象とした給付型奨学金支給事業……… 907万円
　（県の高校生等奨学給付金制度の対象外となる低所得世帯
に対し、市が独自で給付を行います）

○特別支援学級タブレットパソコン整備事業……… 500万円

～消防・救急のために～

消　防　費
19億円
（5.5％増）

○広域連合負担金（消防特別会計）…………… 14億6,800万円
○消防団車両等整備更新事業……………………… 5,956万円
○消防団詰所整備事業……………………………… 4,595万円
　（本原分団詰所新築工事など）
○消防団運営交付金………………………………… 4,095万円
○耐震性貯水槽整備事業…………………………… 2,900万円
○消防団安全装備費購入事業………………………… 500万円

～借りたお金の返済のために～

公　債　費
76億円
（0.3％増）

○市債の元利償還金…………………………… 76億1,431万円

まちなか循環バス「ぐるっと上田丸」

消防出初式

99



 ５月９日㈪から郵送する申請書に必要事項を記
入・押印の上、同封の返信用封筒に必要書類※３を
添えて返送、又は申請書に同封されるお知らせ
に記載されている窓口に直接提出してください。

申請
方法

※３　 給付金の受取方法などにより異なりますので、郵送された
申請書類をご確認ください。

　高齢者向け給付金（年金生活者等支援
臨時福祉給付金）は、一億総活躍社会の
実現に向け、新たに、賃金引上げの恩
恵が及びにくい所得の少ない高齢者に、
30,000円の給付金を支給するものです。
　５月９日から支給対象となる可能性の
ある方に申請書を郵送しますので、必要
事項を記入の上、必要書類を添えて提出
してください。

　市では、申請内容に不明な点があった場合、問い合わせをすることが
ありますが、ATM（現金自動預払機）の操作をお願いしたり、支給に当
たり手数料等の振り込みを求めることは絶対にありません。
　高齢者向けの給付金について不審な電話などがありましたら、市役所
福祉課や最寄りの警察署（または警察相談電話＃9110）にご連絡くださ
い。

支給対象者１人につき30,000円
（支給は１回限り）

支給額

５月10日㈫～８月10日㈬
期間内に申請書が提出されない場合は、給付金
を支給できません。期間内に提出してください。

申請
受付
期間

提出していただいた申請書や添付書類に基づき
支給対象の審査を行います。その結果、支給さ
れない場合もありますので、ご承知ください。

審査

支給を決定した方には、６月中旬頃から順次指
定口座への振り込みにより支給を開始します。
なお、金融機関に口座がない方には、窓口で支
給します。

支給
方法

※１　 平成27年１月２日以降に上田市に転入された方は、平成
27年１月１日の住民票所在地に申請することになります。
申請方法や申請期間は市区町村によって異なりますので、
該当する市区町村へ問い合わせください。

※２　 扶養とは、税法上の「控除対象配偶者」、「配偶者特別控除
における配偶者」、「扶養親族」、「青色事業専従者」、「白色
事業専従者」です。

平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者で、
平成28年度中に65歳以上になる方（昭和27年
４月１日以前に生れた方）のうち、以下のすべ
ての条件を満たす方

① 平成27年１月１日に上田市に住民票（住民登録）があっ
た方※１

②平成27年度市民税（均等割）が課税されていない方
③ 平成27年度市民税（均等割）が課税されている方に扶養さ
れていない方※2

④生活保護費を受給していない方

支給
対象者

新しい給付金　
高齢者向け給付金
「年金生活者等支援
   臨時福祉給付金」
が支給されます

　  福祉課　TEL21・0041

「年金生活者等支援臨時福祉給付金」の支給を装った
「振り込み詐欺」等にご注意ください
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「
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ま
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を
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し
ま
す

　市では、全市を上げて、「可燃ごみの減量化」に取り組んでいます。特に「生ごみ」は、
家庭から出る可燃ごみの半分程度を占めるため、市民の皆さんが活用できる支援制度を
設け、重点的に減量化に取り組んでいます。市で行っている３つの支援制度を紹介しま
すので、ぜひご利用ください。

支援制度1　生ごみを買い物ポイントと交換できる「やさいまる」

「乾燥生ごみ」や「使用済のぱっくん」を市に持ち込むことで、「JA直売所で買い物ができる
ポイント」と交換できる「やさいまる」を実施しています。
○対象者　市内に住所があり、会員登録をした個人（最初の持込み時に会員登録します）。
○ポイントへの交換方法

電気式生ごみ処理機利用者
①「乾燥させた生ごみ」を市に持ち込みます。
② 持ち込み１回（１kg以上）につき、１ポイント貯まります。

ぱっくん利用者
①「使用済のぱっくん」を市に持ち込みます。
② 持ち込み１回につき、５ポイント貯まります。

○ポイントの利用方法
　５ポイント貯まると、市内に８か所ある「JA直売所」で、500円分の買い物ができます。
○「生ごみ」を持込める日時・場所
　毎週水曜日、10：00～15：00に廃棄物対策課（上田クリーンセンター内）へ。

支援制度3　 生ごみの堆肥化基材（ぱっくん）の
　　　　　　　　無料配布 
○対象者　市内に住所があり、正しく利用できる個人
○申し込み／配布場所　 「エコ・ハウス」（上田クリーンセンター内）、

丸子・真田・武石市民サービス課

支援制度2　「生ごみ減量化機器」を購入した際

「生ごみ減量化機器」を購入すると市から補助金が出ます。
○対象者　市内に住所があり、市税の滞納がない個人
○対象機器／補助内容

補助対象の機器 補助率 補助限度額

生ごみ堆肥化容器
（コンポスト、密閉式容器 等） 購入費の

４/５

１台につき5,000円

生ごみ処理機
（乾燥式、バイオ式 等）

１台につき５万円

○申請場所　 廃棄物対策課（上田クリーンセンター内）、生活環境課、
　　　　　　豊殿・塩田・川西地域自治センター、丸子・真田・武石市民サービス課

　  廃棄物対策課　　TEL22・0666
　　  市民サービス課　TEL42・1054
　　  市民サービス課　TEL72・0154
　　  市民サービス課　TEL85・2827
　　エコ・ハウス　TEL23・5144（受付時間／月～金曜日10：00～16：00）

1111



お知
らせ

後期高齢者医療制度

保険料率を改定します
　後期高齢者医療制度の保険料率は、将来見込まれる
医療費などの推計を基に２年ごとに見直しされること
になっています。平成28・29年度は平成26・27年度に
比べ医療費などの増加が見込まれるため、次のとおり
保険料率を改定します。

　なお、保険料を年金天引きにより納入されている被保険者の皆さんは、４月・６月・８月の
保険料は仮徴収として、平成28年２月の保険料額と同額をそれぞれの年金支給月に天引き
することになります。
　  国保年金課　TEL23・5118　　長野県後期高齢者医療広域連合　TEL026・229・5320

お知
らせ

３月26日㈯から新デザイン車両の運行を開始！

まちなか循環バス「ぐるっと上田丸」を体感ください
　昨年10月から、中心市街地の移動手段とし
て、まちなか循環バスを運行していますが、
このたび、新たなデザインバスの「ぐるっと上
田丸」の運行がスタートしました。ぜひ、新
しいまちなか循環バスをご利用ください。
運行ダイヤ　 １日17便（上田駅発9：00～17：00

まで、30分おきの運行）
　　　　　※ 運行距離１周約７km、所要時

間約25分
運行日 　土・日・祝日
　　　　　 ３月26日㈯～５月８日㈰、７月１

日㈮～８月31日㈬、10月１日㈯
～11月13日㈰は毎日運行（上記期
間後も継続運行予定）

運　賃 　１乗車100円
 １日フリー乗車券300円
　  交通政策課　TEL23・5011

改定後 改定前
均等割額 ４万907円 ４万347円
所得割率 8.30％ 8.10％

均等割額
４万907円 ＋ 所得割額

（前年の所得－33万円）×8.30％ ＝ 一人当たりの保険料額
（限度額57万円）

計算方法

上田駅

▼木町▼公園北

▲訓練センター前

▼お城下

▼公園市役所前
▲

海野町

常田館前▼

▼

原町

松尾町 ▼ ▼

横町

▼

公園
　体育館前

科
野
大
宮
社
前
▼

まちなか循環バス運行ルート
運行ルート
停留所

1212

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹
武石地域自治センター

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹
丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹
真田地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹
上田市役所

情報
ピックアップ



お知
らせ

お知
らせ

４月から「子育て世代包括支援センター」を開設

妊娠期から出産・子育ての相談支援が充実します

高校生等を対象

給付型奨学金制度創設

　「ひとまちげんき・健康プラザうえだ」内に、４月から妊娠・出産・子育てのワンストップ
相談窓口「子育て世代包括支援センター」を開設しました。
　２名の助産師による「母子保健コーディネーター」と、３名の「子育て支援コーディネー
ター」が専任で相談をお受けします。お気軽にご相談ください。

母子保健コーディネーター
　妊娠中や出産後は大変なことや不安なこともたくさんあると思います。一人で悩まないで「母子保健コーディネー
ター」にご相談ください。妊娠期から出産・子育て期の妊婦さんやご家族のさまざまな相談に応じます。

　上田・丸子・真田地域でそれぞれ実施してきました奨学金制度を統一し、今年度から、全市域の経済的な支援を必要
とする高校生等を対象とした給付型奨学金制度を創設します。
支給対象 　次の要件をすべて満たす高校生等の保護者
　 ●市内に住所を有し、かつ、７月１日現在において市内に引き続き６か月以上住所を有すること　
　●一定の収入未満の低所得世帯に属すること　
　● 県内の高等学校（全日制）、中等教育学校の後期課程、高等専門学校及び専修学校高等課程に在学する向学心のある

高校生等の保護者であること　
　●生活保護法による保護を受けていないこと　
　●県が実施する高校生等奨学給付金を受給していないこと
支給額 　高校生等１人につき年額５万9,500円
募　集 　７月１日㈮～31日㈰を予定。募集に際しては、広報うえだ、市ホームページなどでお知らせします。
その他 　これまで各地域で実施してきた奨学金制度の受付は、平成27年度をもって終了しました。
　  教育総務課　TEL23・5100

子育て支援コーディネーター
　保育施設や子育て情報等に関することは「子育て支援コーディネーター」が相談に応じます。

例えばこんな時…
・つわりで思うように食べられない　　・妊娠をきっかけにタバコをやめたい　・産後身近に助けてくれる人がいない
・母乳は足りている？ミルクの量は？　・赤ちゃんが抱っこしても何をしても泣き止まない
・育児について親や友人、人によって言うことが違うので迷ってしまう

子育て世代
包括支援センター
（ひとまちげんき・
健康プラザうえだ）

日　時 　月～金（祝祭日除く）
　　　　　9：00～16：00
相談内容 　妊娠・出産に関すること
　　　　　出産後の体調のこと
　　　　　 赤ちゃんを迎えるに当

たって不安なこと　など

母子保健コーディネーター
（TEL23・8244）

日　時 　月～金（祝祭日除く）
　　　　　10：00～16：00
相談内容 　子育てに関すること

子育て支援コーディネーター
（TEL75・2416）

妊娠前 妊娠期 出　産 産後（おおむね６か月）

妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援の実施

育　児

　  健康推進課　TEL23・8244

1313
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ア･ラ･カルトア･ラ･カルト情報情報
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

土
地
・
家
屋
帳
簿
な
ど
の

縦
覧
・
閲
覧

◇
縦
覧　

納
税
者
が
自
己
の
所
有
す
る
土

地
・
家
屋
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
を
、

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
の
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

●
日
時　

４
月
１
日
㈮
〜
５
月
２
日
㈪
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
日

祝
日
を
除
く
）

●
場
所　

市
役
所
税
務
課
、
及
び
丸
子
・

真
田
・
武
石
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

●
対
象　

市
内
に
固
定
資
産（
土
地
・
家

屋
）を
所
有
す
る
納
税
者
、
又
は
代
理

人
●
手
数
料　

無
料

◇
閲
覧　

自
己
の
固
定
資
産（
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
）に
つ
い
て
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項（
価

格
や
課
税
標
準
額
な
ど
）を
閲
覧
し
、

確
認
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借
地
・
借

家
人
な
ど
も
対
象
と
な
る
固
定
資
産
の

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
日
時　

通
年（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
、
土
日
祝
日
を
除
く
）

●
場
所　

市
役
所
税
務
課
、
又
は
各
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

固
定
資
産
の
納
税
義
務
者
、
又

は
代
理
人
、
借
地
・
借
家
人
な
ど

●
手
数
料　

３
０
０
円
／
件（
縦
覧
期
間

中
は
無
料
。
写
し
が
必
要
な
場
合
は
、

１
枚
10
円
）

●
持
ち
物　

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公
署
発

行
の
顔
写
真
付
き
証
明
書
）、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
な
ど

※
閲
覧
の
場
合
、
借
地
・
借
家
人
は
賃
貸

借
契
約
に
係
る
書
類（
契
約
書
な
ど
）。

　

税
務
課　

TEL
23
・
８
２
４
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

交
付
し
て
い
ま
す

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」を
申
請
さ
れ

た
方
は
、
交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
通

知
書
に
記
載
さ
れ
た
場
所
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。持
ち
物
の
詳
細
は
、通
知
カ
ー

ド
に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
平
日

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
●
場
所　

市
民
課
、
丸
子
・
真
田
・
武
石

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

◇
土
・
日
曜
日（
予
約
制
）

　

15
分
間
隔
で
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
希
望
日
の
２
開
庁
日
前
ま
で
に
、

通
知
書
に
記
載
の
担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

４
月
23
日
㈯
、
５
月
８
日
㈰
・

15
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
●
場
所　

市
民
課

　

市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用

　
　

TEL
21
・
０
２
１
０

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

で
農
業
用
水
排
水
路
を
整
備

　

発
電
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
に
交
付

さ
れ
る「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」を

活
用
し
て
、
安
定
的
に
農
業
用
水
を
供
給

す
る
た
め
、
丸
子
地
域
郷
仕
川
原
地
区
の

農
業
用
水
排
水
路
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
42
・
１
０
１
１

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
す

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
再
生

可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
進

め
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
太

陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
補
助
金
額
が
１
ｋ
Ｗ
当
た
り

２
万
６
０
０
０
円（
上
限
15
万
６
０
０
０

円
）か
ら
１
ｋ
Ｗ
当
た
り
２
万
円（
上
限

12
万
円
）に
変
わ
り
ま
す
。
申
請
さ
れ
る

方
は
補
助
金
額
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

４
月
１
日
か
ら

バ
ス
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す

　

３
月
26
日
の
鉄
道
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

い
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
も
改
正
し
、
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
改
正

後
の
時
刻
表
は
、
市
内
公
共
施
設
な
ど
に

設
置
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
時
刻
表
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

上
田
市
の
バ
ス
路
線
を
存
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
バ
ス

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ダ
イ
ヤ
改
正
と
な
る
主
な
バ
ス
路
線

　

菅
平
線
、西
丸
子
線
、信
州
の
鎌
倉
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
、
鹿
教
湯
線（
平
井
寺
経
由
）

　

交
通
政
策
課　

TEL
23
・
５
０
１
１

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場

オ
ー
プ
ン

●
営
業
期
間　

４
月
９
日
〜
10
月
10
日
の

土
日
祝
日（
５
月
２
日
〜
６
日
、
７
月

25
日
〜
８
月
19
日
は
平
日
も
営
業
）

●
場
所　

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場

●
料
金

　

エ
ン
ジ
ン
カ
ー
／
１
周
券
１
０
０
円
、

11
周
券
１
０
０
０
円 

　

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
／
1
回
１
０
０
円

　

市
民
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
　
（
わ
し
ば
山
荘
）　

TEL
23
・
０
３
６
３

　
　

ゴ
ー
カ
ー
ト
場（
営
業
期
間
中
の
み
）

　

TEL
27
・
９
３
９
６

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

学
生
消
防
団

活
動
認
証
制
度
を
制
定

　

４
月
１
日
か
ら「
上
田
市
学
生
消
防
団

活
動
認
証
制
度
」を
制
定
し
ま
し
た
。
こ

の
制
度
で
は
、
真
摯
か
つ
継
続
的
に
消
防

団
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
た
学
生
消
防
団
員
に
証
明
書
を
発
行

し
、
社
会
貢
献
に
努
め
た
こ
と
を
認
証
し

お
知
ら
せ
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

お
知
ら
せ
／
催
し

ま
す
。
就
職
活
動
時
に
、
こ
の
証
明
書
を

企
業
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
消
防
団
へ
入
団
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
採
用
に
あ
た
り
企
業
の
皆
さ
ん

は
、
積
極
的
に
評
価
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
今
年
１
月
か
ら「
信
州
消
防

団
員
応
援
シ
ョ
ッ
プ
推
進
事
業
」を
開
始

し
、登
録
店
舗
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
長
野
県
危
機
管
理
部
消
防
課
、

又
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

消
防
総
務
課　

TEL
26
・
０
１
１
９

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

新
し
く
作
成
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
市
内
の
災
害
危
険
箇
所
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
周
知
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
自
ら
の
判
断
で
迅
速
な
避
難
行
動

が
と
れ
る
よ
う
、
洪
水
や
土
砂
災
害
、
地

震
に
か
か
る
危
険
箇
所
を
一
冊
に
ま
と
め

た
総
合
的
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
新
た
に

作
成
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
マ
ッ
プ
に
は
、
千
曲
川
や
依
田

川
な
ど
の
浸
水
想
定
区
域
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
や
地
震
に
よ
る
揺
れ
や
す
さ
、
液

状
化
予
測
な
ど
を
市
内
全
域
に
渡
っ
て
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
防
災
に
役
立
つ
情
報

も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
は
３
月
に
自
治
会
を
通
じ
て
各

家
庭
に
配
布
し
た
ほ
か
、
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
の
受
け
取
り
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
身
近
な

危
険
箇
所
や
も
し
も
の
時
の
避
難
場
所
、

避
難
経
路
、
連
絡
方
法
な
ど
を
家
族
で
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

催　

し

催　

し

た
け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

地
元
の
皆
さ
ん

が「
世
界
中
で
い

ち
ば
ん
き
れ
い
な

２
週
間
」と
自
負

す
る「
余
里
の
一

里
花
桃
の
里
」で

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
な
が
ら
お
花
見

を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

４
月
29
日（
金
・
祝
）午
前
９
時

30
分
集
合（
小
雨
決
行
）

●
集
合
場
所　

武
石
体
育
館
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

武
石
体
育
館
駐
車
場
か
ら
上

余
里
ま
で
の
間
を
往
復（
約
８
㎞
）。
昼

食
を
は
さ
ん
で
午
後
２
時
頃
帰
着
予

定
。

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は

要
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
小
学
生
以
下
無

料
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル
は
当

日
無
料
貸
出
可
）

●
持
ち
物　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル

（
お
持
ち
の
方
）、
昼
食
、
飲
み
物
、
敷

物
な
ど

●
申
し
込
み　

４
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

武
石
観
光
協
会（

産
業
建
設
課
内
）

　
　

TEL
85
・
２
８
２
８

第
45
回

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

上
田
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　

今
年
は
塩
田
の
自
然
運
動
公
園
で
開
催

し
ま
す
。皆
さ
ん
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
５
日（
木
・
祝
）午
前
９
時

20
分
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
市
自
然
運
動
公
園
体
育

館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
子
ど
も
の
広
場

●
内
容　

開
会
式
、
鼓
笛
隊
と
パ
ラ
バ

ル
ー
ン
、
将
棋
教
室
＆
工
作
、
消
防
１

日
体
験
、
紙
ひ
こ
う
き
と
ス
ト
ロ
ー
グ

ラ
イ
ダ
ー
、し
お
り
作
り
、十
勇
士
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
、
こ
い
の
ぼ
り
作
り
、
し
ゃ

ぼ
ん
玉
飛
ば
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど

●
参
加
費　

無
料

●
詳
細　

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式T

w
itter

　
（@

kodom
om
atsuri

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
斎
藤
）

　
　

shiro_@
nifty.com

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

長野県民の消防員表彰受賞
　３月６日㈰長野市内で「第18回長野県民
の消防員表彰式」が開催され、上田中央消
防署の名

な わ

和厚
あつ

守
もり

消防司令（上田広域救助隊
隊長）が受賞されました。名和司令は、救
助隊員として、永きにわたり災害現場での
救助活動に従事されたことが高く評価され
ました。
　今年度の受賞者は個人が名和司令、団体
が白馬村消防団でした。
　また、上田市消防団音楽隊が祝賀演奏を
披露し、表彰式を盛り上げました。
　  消防総務課　TEL26・0119　

お 知 ら せ

健康チャレンジ
ポイント対象
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第
５
回
子
ど
も
の
幸
せ
と

平
和
を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト

上
田
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

●
日
時　

４
月
10
日
㈰
午
後
２
時
〜（
開

場
１
時
30
分
）

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

●
内
容　

コ
ン
サ
ー
ト「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が

や
っ
て
き
た
」。
絵
本
の
作
者
小こ

出い
で

隆た
か

司し

氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
合
唱
団
の
歩
み
や

ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
の
歴
史
を
展
示
。

●
チ
ケ
ッ
ト　

８
０
０
円（
小
学
生
〜
高

校
生
・
障
が
い
者
２
０
０
円
。
幼
児
無

料
）

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
左
記
へ
。

　

し
な
の
子
ど
も
の
幸
せ
と
平
和
を
願

　

う
合
唱
団（
山
﨑
）　

　
　

TEL
０
９
０
・
３
４
４
０
・
６
５
１
５

　
　
（

合
併
10
周
年
記
念
事
業
推
進
室
）

春
の
東
山
森
林

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

東
山
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
、
春

の
新
緑
を
満
喫
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

●
日
時　

４
月
28
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

正
午（
受
付
９
時
〜
）

●
集
合
場
所　

上
田
市
自
然
運
動
公
園
総

合
体
育
館
前（
雨
天
時
は
体
育
館
内
で

軽
運
動
を
し
ま
す
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

40
名
程
度

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

帽
子
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

そ
の
他
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必
要
な
物

（
雨
天
時
は
室
内
運
動
靴
）、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ポ
ー
ル（
持
参
で
き
る
方
）

●
申
し
込
み　

４
月
26
日
㈫
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　
（

健
康
推
進
課
）

商
工
業
施
策
説
明
会

　

市
で
は
、
市
内
事
業
者
向
け
の
商
工
業

振
興
施
策
、
金
融
施
策
等
に
関
す
る
施
策

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
12
日
㈫
午
後
２
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階（
駐
車

場
が
少
な
い
た
め
、
な
る
べ
く
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

●
内
容
／
時
間　

　

第
１
部
：
工
業
系
事
業
者
向
け
施
策
説

明
／
午
後
２
時
30
分
頃
〜

　

第
２
部
：
商
工
業
団
体
・
産
業
支
援
機

関
向
け
施
策
説
明
／
午
後
４
時
30
分
頃
〜

　

第
３
部
：
商
業
系
事
業
者
向
け
施
策
説

明
／
午
後
６
時
30
分
頃
〜

●
対
象　

商
工
業
事
業
者
、商
工
業
団
体
、

産
業
支
援
機
関

●
定
員　

１
０
０
名
程
度（
出
入
自
由
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

４
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
な

が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

『
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
』で

体
力
向
上
！
筋
力
ア
ッ
プ
！

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
普
通
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
よ
り
も
短
時
間
で
持
久
力
や
筋
力

ア
ッ
プ
の
効
果
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
体
脂

肪
率
や
血
圧
、
血
中
脂
質
な
ど
の
値
の
改

善
も
期
待
で
き
ま
す
。
歩
き
方
の
講
習
か

ら
は
じ
め
、
約
６
か
月
間
、
イ
ン
タ
ー
バ

ル
速
歩
を
実
践
す
る
講
座
で
す
。

●
日
時　

歩
き
方
講
習（
２
回
）／
４
月
25

日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、５
月
９

日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、体
力
測

定（
必
須
）／
５
月
19
日
㈭
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
、又
は 

20
日
㈮
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
※
そ
の
後
の
日
程

詳
細
は
通
知

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

20
歳
〜
お
お
む
ね
70
歳
の
市
民

●
定
員　

25
名（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費 　

３
０
０
０
円（
専
用
歩
数
計

貸
出
料
）※
65
〜
70
歳
の
方（
４
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日
に
迎
え
る
年

齢
）は
２
７
０
０
円
。

●
申
し
込
み　

４
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３ 健康チャレンジ

ポイント対象

健康チャレンジ
ポイント対象

催
し
／
講
座
・
教
室



17 Information A La Carte
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講
座

●
日
時　

４
月
19
日
、
５
月
24
日
、
６
月

21
日
、
７
月
26
日
の
火
曜
日
、
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館　

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
と
手
話
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
ま
す
。

●
対
象　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月
児
と
保

護
者

●
受
講
料　

４
０
０
円（
初
回
に
徴
収
）

●
定
員　

先
着
16
組

●
申
し
込
み　

４
月
12
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

木
曜
日
は
西
部
公
民
館
の

子
育
て
講
座
に
行
っ
て
み
よ
う

　

お
子
さ
ん
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
子
育
て

ひ
ろ
ば
情
報
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
親
子
の
び
の
び
広
場

●
期
日　

原
則
第
２
・
４
木
曜
日（
初
回
４

月
14
日
㈭
）

●
対
象　

１
〜
３
歳
児
と
保
護
者

●
持
ち
物　

２
回
目
か
ら
出
席
カ
ー
ド
、

上
履
き
、
タ
オ
ル
な
ど

●
受
講
料　

１
回
１
０
０
円（
子
ど
も
１

人
に
つ
き
）

◇
プ
レ
親
子
の
び
の
び
広
場

●
期
日　

原
則
第
１
・
３
木
曜
日（
初
回
は

４
月
７
日
㈭
）

●
対
象　

１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
、
妊
婦
さ
ん

●
持
ち
物　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
も
の

●
受
講
料　

１
回
１
０
０
円（
大
人
１
人

に
つ
き
）

◇
共
通
事
項

●
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
受
付

10
時
〜
）

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
講
師　

原は
ら

昭し
ょ
う

子こ

氏
、澤さ

わ

路じ

春は
る

代よ

氏（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
カ
ー
）

●
申
し
込
み　

不
要

※
そ
の
他　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

図
工
室
で

陶
芸
を
は
じ
め
よ
う
！

　

県
内
で
唯
一
、
西
内
小
学
校
に
は
陶
芸

作
品
制
作
の
た
め
の
登
り
窯
が
あ
り
ま

す
。
学
校
支
援
事
業
と
し
て
小
学
校
の
図

工
室
を
使
用
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

陶
芸
作
品
を
制
作
し
ま
す
。
陶
芸
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

５
月
20
日
、
６
月
10
日
、
７
月

15
日
、
９
月
９
日
、
10
月
14
日
、
11
月

11
日
の
金
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

●
場
所　

西
内
小
学
校

●
講
師　

宮み
や
が
み上

誠せ
い

治じ

氏（
陶
芸
家
）

●
対
象　

制
作
に
関
わ
る
作
業（
電
動
薪

割
り
、
釜
入
れ
、
釜
出
し
等
）に
も
参

加
可
能
な
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

材
料
費
自
己
負
担（
粘
土
代

な
ど
後
日
徴
収
）

●
持
ち
物　

上
履
き
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
ぬ

ぐ
い

●
申
し
込
み　

４
月
12
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
25
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
左
記
へ
。

　

丸
子
公
民
館

　
　

TEL
42
・
３
１
４
７

　
　

FAX
42
・
０
３
０
３

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ

親
子
運
動
あ
そ
び
教
室

●
日
時　

４
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

神
川
小
学
校
体
育
館

●
内
容　

跳
ん
で
、
走
っ
て
、
転
が
っ
て

身
体
の
使
い
方
を
覚
え
る
メ
ニ
ュ
ー

や
、
親
子
で
ふ
れ
あ
う
体
操
、
ボ
ー
ル

を
投
げ
た
り
蹴
っ
た
り
、
遊
び
の
感
覚

で
運
動
し
ま
す
。

●
対
象　

年
少
・
年
中
児
の
親
子（
対
象

年
齢
外
の
兄
弟
の
付
添
は
可
能
で
す
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
上
は
き
、
タ
オ
ル
、

運
動
の
で
き
る
服
装

●
参
加
費　

親
子
一
組
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
22
日
㈮
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局　

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

講
座
・
教
室
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セ
ル
フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

〜
心
の
な
り
た
ち
〜

　

ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
問
題
は
誰
に
で
も

起
こ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
問
題
に
向
き
合

い
自
分
で
自
分
の
心
を
整
理
す
る「
セ
ル

フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」と
い
う
考
え
方
を

学
ぶ
、
心
理
学
の
入
門
講
座
で
す
。

●
日
時　

５
月
７
日
・
14
日
・
21
日
の
土

曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
講
師　

小こ

山や
ま

敦あ
つ

子こ

氏（
保
健
師
・
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

●
テ
ー
マ　

第
１
回『
感
情
・
思
考
・
行

動
を
分
け
て
み
る
』、
第
２
回『
本
物
の

感
情
を
知
る
』、
第
３
回『
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
学
ぶ
』

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

４
月
12
日
㈫
以
降
、電
話
、

又
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

　
　

plaza-u@
city.ueda.nagano.jp

甲
乙
共
催
防
火
管
理
講
習

　

多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
、
又
は

居
住
す
る
建
物（
防
火
対
象
物
）の
所
有

者
、
経
営
者
等
は
建
物
の
用
途
、
規
模
お

よ
び
収
容
人
員
に
よ
り
、
防
火
管
理
者
を

選
任
し
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
防
本
部

で
は
防
火
管
理
者
の
資
格
を
付
与
す
る
講

習（
甲
種
防
火
管
理
講
習﹇
２
日
間
﹈及
び

乙
種
防
火
管
理
講
習﹇
１
日
間
﹈）を
実
施

し
ま
す
。
資
格
の
取
得
を
希
望
さ
れ
る
方

は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
12
日
㈭
、
13
日
㈮
両
日
と

も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
ご
ろ

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
対
象　

防
火
管
理
者
資
格
の
取
得
を
希

望
さ
れ
る
方

●
定
員　

１
０
０
名

●
受
講
料　

甲
種
／
４
０
０
０
円
、
乙
種

／
３
０
０
０
円（
上
小
防
火
管
理
者
協

議
会
員
は
半
額
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

●
申
し
込
み　

４
月
11
日
㈪
以
降
の
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
に
受
講
料

を
持
参
の
上
、
左
記
、
又
は
丸
子
・
真

田
・
依
田
窪
南
部
・
東
御
消
防
署
の
各

署
受
付
窓
口
へ
。

　

消
防
予
防
課　

TEL
26
・
０
０
２
９

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

及
び
救
急
員
養
成
講
習

　

基
礎
講
習
と
救
急
員
養
成
講
習
の
両
方

を
受
講
す
る
と
日
赤
救
急
法
救
急
員
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。

●
日
時　

①
救
急
法
基
礎
講
習
５
月
８
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
、
②
救
急
員

養
成
講
習
５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

①
満
15
歳
以
上
の
方
、
②
救
急

法
基
礎
講
習
を
修
了
し
て
い
る
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

①
基
礎
講
習
１
５
０
０
円
、

②
養
成
講
習
１
７
０
０
円（
と
も
に
教

材
費
、
消
耗
品
、
保
険
料
等
含
む
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
実
技
が
で
き
る

服
装

●
申
し
込
み　

４
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
日

本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
又
は
メ
ー
ル
で

左
記
へ
。
前
記
に
よ
り
申
し
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

福
祉
課

　
　

TEL
71
・
８
０
８
１

　
　

FAX
24
・
９
４
２
３

　
　

fukusi@
city.ueda.nagano.jp

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

教
室

◇
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室

●
日
時　

４
月
27
日
㈬
〜
毎
月
３
回
毎
週

水
曜
日（
全
12
回
）

　

入
門
編
／
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
20

分
、
初
・
中
級
編
／
午
後
７
時
30
分
〜

８
時
30
分

●
場
所　

真
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
堂

●
対
象　

小
学
１
年
生
〜
一
般

●
申
し
込
み　

４
月
６
日
㈬
〜
25
日
㈪
の

午
後
２
時
以
降
に
、
電
話
で
さ
な
だ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ（
火
曜
日
定
休
）。

◇
運
動
能
力
ア
ッ
プ
教
室

●
日
時　

４
月
23
日
㈯
〜
毎
週
土
曜
日

（
全
12
回
）。
幼
児
編
／
午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分
、
小
学
生
編
／
午
前
10
時

講
座
・
教
室
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

45
分
〜
11
時
45
分

●
場
所　

真
田
体
育
館

●
対
象　

幼
児
編
／
年
中
・
年
長
児

　

小
学
生
編
／
１
〜
３
年
生

●
申
し
込
み　

４
月
６
日
㈬
〜
22
日
㈮
の

午
後
２
時
以
降
に
、電
話
で
左
記
へ（
火

曜
日
定
休
）。

◇
共
通
事
項

●
定
員　

各
20
名

●
参
加
費　

７
０
０
０
円

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

手
話
奉
仕
員

養
成
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

◇
養
成
講
座（
入
門
・
基
礎
課
程
）

　

日
常
会
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話
と
関

連
す
る
基
礎
知
識
を
２
年
間
か
け
て
学
び

ま
す（
１
年
目
／
入
門
、２
年
目
／
基
礎
）。

●
対
象　

２
年
間
受
講
し
、
講
座
終
了
後

に
手
話
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

15
歳
以
上
の
方（
原
則
と
し
て
初
め
て

手
話
を
学
ぶ
方
。
中
学
生
不
可
）。

●
定
員　

20
名（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
２
年
分
。
別

途
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４
０
円
）

◇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

単
語
・
表
現
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
対
象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
・

基
礎
課
程
）修
了
者（
市
外
で
の
講
座
受

講
者
可
）で
、
１
年
を
通
じ
て
出
席
で

き
、
講
座
修
了
後
に
手
話
通
訳
活
動
を

目
指
す
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

15
歳
以
上
の
方（
中
学
生
不
可
）。

●
定
員　

15
名（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

●
受
講
料　

５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

◇
共
通
事
項

●
期
日　

６
月
４
日
〜
平
成
29
年
２
月
18

日
の
隔
週
土
曜
日

●
時
間　

入
門
／
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、又
は
午
前
10
時
〜
正
午（
全
16
回
）。

基
礎
課
程
の
日
程
は
、
入
門
課
程
修
了

後
に
通
知
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
、
又
は
午
前
10
時
〜
正

午（
全
18
回
）

●
申
し
込
み　

５
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
支
援
課　

　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

種
か
ら
育
て
る

花
づ
く
り
講
習
会

●
日
時　

４
月
28
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

（
２
時
間
程
度
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
憩
い
の
広
場

（
招
魂
社
東
側
）

●
内
容　

春
ま
き
の
草
花
の
種
ま
き
の
ポ

イ
ン
ト
・
育
て
方
の
講
義
と
実
践

●
講
師　

武た
け

田だ

正ま
さ

男お

氏（
元
農
業
バ
イ
オ

セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

鉢
・
プ
ラ
ン
タ
ー
、
土（
市

販
の
土
な
ど
）、
花
の
種（
お
好
き
な
種

を
持
参
、
又
は
事
前
に「
花
の
種
銀
行
」

を
利
用
）、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

４
月
27
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

募　

集

募　

集

花
と
庭
づ
く
り
教
室
Ⅴ
・

三
中
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

大
規
模
改
修
中
の
第
三
中
学
校
の
校
庭

に
仮
設
花
壇
を
設
け
、
花
を
育
て
て
い
ま

す
。
昨
年
度
も
カ
ラ
フ
ル
な
花
が
心
を
癒

し
て
く
れ
る
と
生
徒
に
好
評
で
し
た
。

　

中
学
生
と
一
緒
に
作
業
し
な
が
ら
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
学
校
支
援
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

●
期
間　

６
〜
12
月
。
第
１
回
講
座
は
５

月
26
日
㈭
。

●
時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
頃

●
場
所　

第
三
中
学
校
仮
設
花
壇

●
内
容　

講
座
・
作
業
各
４
回
程
度
。
そ

の
他
、
視
察
・
茶
話
会
等
を
予
定
。

●
講
師　

後ご

藤と
う

正ま
さ
な
お直
氏（
藤
本
エ
ク
ス
テ

リ
ア
代
表
取
締
役
。
樹
木
医
）

●
講
師
補
助　

酒さ
か

井い

ひ
ろ
子
氏（
㈱
サ
カ

イ
。
一
級
造
園
施
工
管
理
技
士
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

随
時
、
左
記
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

講
座
・
教
室
／
募
集
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募
集

よ
い
歯
を
お
持
ち
の
方

大
募
集
！

　

県
及
び
県
歯
科
医
師
会
で
は「
親
と
子

の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
３
歳
児

健
康
診
査
を
受
け
た
幼
児
と
そ
の
保
護

者（
母
親
又
は
父
親
）で
、
子
・
親
と
も

健
康
な
歯
を
お
持
ち
の
方

●
申
し
込
み　

５
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
市
役
所
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

　
　

県
庁
保
健
・
疾
病
対
策
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
４
１

美
ヶ
原
高
原

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

美
ヶ
原
高
原
や
そ
の
周
辺
地
域
の
自
然

や
特
徴
を
紹
介
し
た
り
、
美
化
清
掃
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

養
成
講
座
を
受
講
し
、
期
間
中

５
日
以
上
活
動
で
き
る
方
。

●
活
動
期
間　

５
月
上
旬
〜
11
月
上
旬

●
養
成
講
座　

日
時
／
５
月
７
日
㈯
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
、
場
所
／
美
ヶ
原
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

４
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

美
ヶ
原
観
光
連
盟
事
務
局

　
　
（
松
本
市
役
所
観
光
温
泉
課
内
）

　
　

TEL
０
２
６
３
・
34
・
８
３
０
７

　
　
（

産
業
建
設
課
）

信
州
上
田
丸
子
夏
期
大
学

運
営
委
員
募
集

　

丸
子
地
域
に
お
い
て
、
時
節
の
課
題
を

テ
ー
マ
に
各
分
野
の
著
名
人
を
講
師
に
迎

え
、
複
数
回（
例
年
５
回
程
度
）の
講
演
会

を
開
催
す
る「
第
54
回
信
州
上
田
丸
子
夏

期
大
学
」の
運
営
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
任
用
期
間　

任
用
後
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
募
集
方
法　

４
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
左
記
へ
。

　

上
田
丸
子
夏
期
大
学
運
営
委
員
会
事

　
　

務
局（
丸
子
公
民
館
内
）

　
　

TEL
42
・
３
１
４
７

春です！運動をはじめましょう　
～「１日10分」コツコツ運動～

　暖かくなり、ストレッチなどで身
から

体
だ

が伸びやす
く筋肉も使いやすい季節になりました。
　毎日の生活のなかで、１日10分、身体活動量（運
動、家事などの生活活動を合わせた活動量）を増
やすことで、生活習慣病や運動機能の低下、認知
症等のリスクを下げることができます。
　毎日のコツコツとした積み重ねが、健康な身体
づくりにつながります。
 簡単な「コツコツ運動」を紹介します
〈立った姿勢でかかとの上げ下げ〉
①壁などにつかまって、左右
同時にかかとを上げ下げし
ます。
②下腹部に力を入れ、肩の力
を抜き、まっすぐ前を向き
ましょう。
③慣れてきたら、できるだけ
高くかかとを上げてみましょう。
●効果●
　ふくらはぎの筋肉が動いて、体全体の血の巡り
が良くなります。

●ポイント●
　歯磨きをしながら、キッチンに立ちながらなど、
気が向く時に取り組んでみましょう。

日常生活の中で、少しずつ運動を取り入れてみま
しょう
○テレビを見ながらストレッチ。
○歩くときには歩幅を広く、早歩きを心がける。
○買い物かごは、なるべく手に持つ
　  健康推進課　TEL28・7123

お 知 ら せ
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

丸
子
地
域
の
愛
宕
山
は
、
美
ヶ
原
か
ら
根
子
岳
ま
で
見
渡
せ

る
美
し
い
眺ち

ょ
う

望ぼ
う

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和
40
年
に
丸
子

八
景
に
指
定
さ
れ
、
当
時
の
尾
野
山
長
寿
会
に
よ
っ
て
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
維
持
管
理
さ
れ
な
く
な
り
、

近
年
は
倒
木
で
歩
道
が
塞
が
れ
る
な
ど
荒
廃
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
５
月
、
愛
宕
山
の
美
し
い
眺
望
と
城
跡
や
寺
院
跡
な

ど
地
域
の
歴
史
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
尾
野
山

史
跡
め
ぐ
り
協
議
会
」を
自
治
会
役
員
が
中
心
と
な
り
16
名
で

発
足
し
、
荒
廃
し
た
遊
歩
道
の
再
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
３
コ
ー
ス
あ
る
遊
歩
道
を
覆お

お

っ
て
い
た
倒
木
の

片
付
け
や
、
藪や

ぶ

と
な
っ
た
遊
歩
道
周
辺
の
雑
木
を
伐
採
し
て
整

備
し
、
上
田
や
丸
子
地
域
の
市
街
地
、
美
ヶ
原
な
ど
の
美
し
い

景
色
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
誰
も
が
楽
し
く
歩
け
る
よ
う
に
遊
歩
道
各
所
へ
の
案

内
板
を
設
置
し
た
ほ
か
、
各
コ
ー
ス
の
地
図
や
眺
望
ポ
イ
ン

ト
、
地
域
の
史
跡

な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
た
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
１
０
０
０
部
以
上

作
成
し
、
信
州
国
際

音
楽
村
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
上
野
昌
夫

さ
ん
は
、「
愛
宕
神
社

に
設
置
し
た
記
帳
台

の
ノ
ー
ト
に
、
た
く

さ
ん
の
好
評
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
方
に
遊
歩
道
を
歩
い
て
も
ら
い
、
愛
宕
山
か
ら
の
美
し
い
眺

望
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
」、
副
会
長
の
小
山
田
八
重
子
さ
ん

は
、「
真
田
昌
幸
が
い
た
と
言
わ
れ
る
尾
野
山
城
跡
な
ど
、
地
域

の
史
跡
と
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
機
会
に
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
今
後
、
枯
木
の
伐
採
や
山
つ
つ
じ
の
植
樹
な
ど

遊
歩
道
の
整
備
を
続
け
る
ほ
か
、
４
月
９
日
㈯
の
信
州
国
際
音

楽
村
す
い
せ
ん
祭
り
で
の「
尾
野
山
史
跡
め
ぐ
り
散
策
ツ
ア
ー
」

を
は
じ
め
、
随
時
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

愛あ
た

宕ご

山
の
眺
望
を
活い

か
し
て

地
域
活
性
化
と
健
康
増
進

尾野山史跡めぐり協議会

〈事業の紹介〉
尾野山史跡めぐり協議会では、
平成26年度わがまち魅力アッ
プ応援事業の採択を受け、荒廃
した尾野山の遊歩道を整備し、
ウォーキングイベント等に活用
することで地域の眺望スポット
や史跡を多くの方に知ってもら
うための活動をしています。今
後も、遊歩道の維持・整備を続
けるほか、ウォーキングイベン
ト等を開催する予定です。

上う
え

野の

昌ま
さ

夫お

さ
ん
、
滝た
き
ざ
わ沢
寿ひ
さ
し

さ
ん
、
小お

山や
ま

田だ

八や

え

こ
重
子
さ
ん
、
宮み
や
し
た下
信の
ぶ

子こ

さ
ん



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

信濃国分寺資料館 TEL27・8706

※水曜日休館

奈良時代を学ぶ会
　川
かわ

上
かみ

元
つかさ

氏（元大妻女子大学非常勤講師）により「続日本記」
を、市学芸員により「飛鳥の宮と寺」を分かりやすく解説し
ます。
日　時 　４月23日、５月14日、６月４日、７月２日、

９月３日、10月１日、11月５日、平成29年１
月14日、２月４日、３月４日の土曜日

 13：30～15：00
定　員 　先着40名
受講料 　1,000円（全10回分）
持ち物 　テキスト／「続日本記　五」新日本古典文学大系

16（岩波書店）、「飛鳥の宮と寺」日本史リブレッ
ト（山川出版社）。※あらかじめ書店等でお求め
の上、持参してください。

申し込み 　４月７日㈭～18日㈪に、電話で。

春季企画展「信濃国分寺本堂屋根改修写真展」
　信濃国分寺本堂の屋根の改修状況を撮りつづけられた芳
池氏から本館に寄贈いただいた写真を展示公開します。
期　間 　４月２日㈯～５月８日㈰※原則水曜日、５月６

日㈮は休館。５月４日㈬は開館。
入館料 　250円（市内在住の高校生以下は無料）

万葉植物園育成ボランティア会員募集
　万葉集に登場する多くの植物が楽しめる「万葉植物園」の
育成管理を行うボランティア会員を募集します。
日　時 　月２回（木・土曜日）9：30～11：00
場　所 　万葉植物園（信濃国分寺跡史跡公園内）
内　容 　①万葉植物園の植栽・除草などの軽作業
 ②万葉集にちなんだ現地学習（10月下旬）
 ③万葉集にちなんだ講座
 　（12月～平成29年３月）
申し込み 　４月７日㈭～15日㈮に電話で。

真田図書館 TEL72・8080
FAX72・8082

※月曜日休館

おはなし広場
　図書館サポーター「おとぎの会」の皆さんによる本の読み
聞かせなど。
日　時 　４月16日㈯10：30～

上田図書館 TEL22・0880
FAX28・1118

※月曜日休館

おはなしと本の会
　「おはなしざしきわらしの会」の皆さんによる、おはなし
や手遊びです。
◇上田図書館
日　時 　４月９日㈯10：30～
◇上田創造館分室（上田創造館３階）
日　時 　４月23日㈯未就園児／10：30～
 　　　　　園児・児童／11：00～

上田情報ライブラリー TEL29・0210
FAX29・0211

※火曜日休館

パソコン教室「ネット&カフェ inライブラリー」
　Word・Excel・インターネットの基礎を学び、レベルに合
わせて個別にサポートします。休憩時間にはお茶を楽しみ
ます。個人のノートパソコンの持ち込みも可能。
日　時 　毎月第４月曜日（12月は第３月曜日）
 13：30～15：45
定　員 　先着20名
参加費 　1,000円／回
 （お茶代込。初回のみ教材費別途1,000円）
申し込み 　各月の１日以降に、電話で。

あかちゃんのためのおはなし会
　図書館の職員と上田女子短期大学の学生たちによるおは
なし会です。図書館のカードを持ってご参加ください。
日　時 　４月17日㈰11：00～11：30

青木裕子さんと一緒に朗読駅伝～上田城「桜
はな

物語」～

　桜が登場する小説・随筆・絵本・童話・詩・短歌などを、朗
読と音楽で楽しむ信州朗読駅伝を開催します。
日　時 　４月15日㈮13：30～16：00（開場13：00）
場　所 　サントミューゼ
出　演 　青

あお

木
き

裕
ゆう

子
こ

（元NHKアナウンサー）
 木

き

内
うち

裕
ひろ

美
み

・宮
みやさか

坂万
ま り

里（ヴァイオリン）
参加費 　500円
 （資料代。当日払い。高校生以下無料）
　長野県図書館協会　TEL026・217・2901

2222



施設イベント ※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。施設イベント ※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

池波正太郎真田太平記館 TEL28・7100
FAX28・7101

真田をとりまく武将たち 第一期 

～真田太平記に描かれた武田氏～
〈上田市合併10周年記念事業〉

　関連資料や真田太平記に描かれた武田氏の姿をとおし
て、真田氏の活躍を紹介する企画展です。
期　間 　５月29日㈰まで
時　間 　10：00～18：00（入館は17：30まで）
入館料 　400円（高・大学生260円。小・中学生130円。市

内の高校生以下は無料。団体・障害者手帳割引
あり）

信州国際音楽村 TEL42・3436
FAX42・3948

※月曜日休館　　　　 URL　http://www.ongakumura.jp

KODAMAサロン
　週末の午後はホールこだまで素敵なひと時を…ヴァイオ
リン、ギターの独奏曲とデュオをお楽しみください。
日　時 　４月３日㈰14：00～16：30
内容／時間 　ひだまりCAFÉ ／14：00～、
 コンサート／15：00～
出　演 　小

こばやし

林美
み え

恵（ヴァイオリン）、尾
お

尻
じり

雅
まさひろ

弘（ギター）
曲　目 　ニコロ・パガニーニ／協奏風二重奏曲 イ長調
 ベーラ・バルトーク／ルーマニア民族舞曲 Sz.56
 フランツ・シューベルト／
 アルペジオーネ・ソナタ イ短調D.821ほか
料　金 　1,500円（ドリンク付）

小林美恵 photo 武藤幸 尾尻雅弘

マルチメディア情報センター TEL39・1000
FAX39・1010

 info@umic.jp　　URL　http://www.umic.jp

宇宙戦艦ヤマト2199に見る宇宙のすがた展
◇パネル展示　
　テレビアニメ「宇宙戦艦ヤマト2199」に登場するさまざ
まな宇宙の現象と、現実の天体や物理学などを比較し、宇
宙の現在の姿を探ります。
期　間 　４月９日㈯～５月１日㈰9：30～17：00
◇講演会
　「宇宙戦艦ヤマト2199」の科学考証を担当した講師によ
る、ヤマト2199を天文学的視点で見る講演会。
日　時 　４月23日㈯13：30～
演　題 　「宇宙戦艦ヤマト2199で知る現代の天文学と物

理学」
講　師 　半

はん

田
だ

利
としひろ

弘氏（鹿児島大学大学院理工学研究科・理
学部物理科学科教授）

ICTジュニア（上田パソコンクラブ・前期）参加者募集
　つくる人になろう！マイコン「IchigoJam」のBASICプロ
グラミング、各自の作品づくりなど、初心者から経験者ま
で個別に学習します。
日　時 　４月23日、５月28日、６月18日、７月23日、
 ８月27日、９月24日の土曜日13：30～15：30
対　象 　小学４年生～高校生
参加費 　１回500円
講　師 　情報センター職員
アシスタント 　未来のクリエイティブ人材育成プロジェクト
申し込み 　当日参加費を持ってお越しください。

丸子図書館 TEL42・2414
FAX42・4498

※月曜日休館

おはなし会
　おはなしボランティアの大

おおもり

森美
み わ

和さんによる読み聞かせ
です。
日　時 　４月16日㈯10：30～
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サ ン ト ミ ュ ー ゼ ニ ュ ー ス
交 流 文 化 芸 術 セ ン タ ー ・ 市 立 美 術 館 通 信
サ ン ト ミ ュ ゼ ニ ュ
　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

サントミューゼ提携オーケストラシリーズVol.３

群馬交響楽団　上田公演
日　時 　４月17日㈰15：00～（開場14：15）
出　演 　大

おおとも

友直
なお

人
と

(指揮／群馬交響楽団音楽監督)
 宮

みや

田
た

大
だい

（チェロ）
プログラム 　渡辺浦人／交響組曲「野人」
 ドヴォルザーク／チェロ協奏曲ロ短調 作品104
 ストラヴィンスキー／バレエ組曲
               「ペトルーシュカ」 
入場料 　Ｓ席5,000円、Ａ席4,000円、Ｂ席3,000円
 （25歳以下半額。未就学児入場不可）
チケット販売 　サントミューゼ（窓口・インターネット）、
 平安堂（上田店・上田しおだ野店）、
 チケットぴあ

劇場
ホール

子どもアトリエであそぼう！
４月から活動を再開します。
えのぐであそぼう
　大きなボードや長い紙に思いっきり描いてみよう。
日　時 　４月２日㈯・10日㈰10：00～11：00
対　象 　小学生以下（参加費無料、当日受付）
定　員 　30名
アトリエ開放日
　アトリエで好きなものを描いたりつくったりして遊ぼう。
日　時 　４月７日・14日・21日・28日の木曜日
 10：00～12：00
対　象 　小学生以下（参加費無料・当日受付）

子ども
アトリエ

美術館子どもは天才講座参加者募集
　子どもたちの自主的・主体的な表現活動を育む
とともに、アートを通して子どもと関わり、子
どもを深く知ろうという講座です。毎回季節や自然をテー
マに活動します。
期　間 　４月～平成29年３月（毎月１回。おおむね第４

土曜日）10：00～12：00
 初回／４月30日㈯こいのぼりをつくろう（予定）
場　所 　子どもアトリエ
対　象 　２歳以上の未就学児とその保護者
定　員 　25組（応募多数時は抽選）
講　師 　山

やまざき

崎英
ひで

樹
き

氏
参加費 　年間3,000円（材料費含む）
申し込み 　往復はがきで、往信用裏面に保護者氏名、子ど

も氏名、年齢、電話番号を、返信用表面にご自
分の住所を記入
の上、４月11日
㈪必着で市立美
術館へ。対象と
なる兄弟姉妹も
同時に応募可能
です。

上田市立美術館コレクション展

ギャラリートークシリーズ
美術館散歩
　５月29日㈰まで開催中のコレクション展で展示してい
る作品や作家について当館学芸員がお話します。
日時/内容 　４月２日㈯／石井鶴三
 ４月16日㈯／ハリー・K・シゲタ
 ４月23日㈯／山本鼎
 ４月30日㈯／石井鶴三
 ５月３日（火・祝）／ハリー・K・シゲタ
 各13：30～（30分程度）。会場入口に集合してく

ださい。
参加費 　無料（別途入

館料。申込不
要）

美術館

表紙説明

真田の郷の春
　真田地域の桜は、４月中旬から下旬に見ごろを迎えます。
　真田氏の基礎を築いた幸隆公とその妻、三男・昌幸公が眠る長

ちょう

谷
こく

寺
じ

。昌幸公の兄・信綱公夫妻と昌輝公が
眠る信

しんこう

綱寺
じ

。真田氏が大切にした山
やま

家
が

神社など、真田地域には真田氏に関係の深い寺や神社、史跡等がた
くさん残っています。歴史に思いを馳

は

せながら、桜満開の真田の郷を散策してはいかがでしょうか。

①信綱寺黒門　②山家神社　③真田氏記念公園　④⑥長谷寺　⑤信綱寺墓前の桜

大友直人

(c)Rowland Kirishima(c)Rowland Kirishima

宮田大 

(c)YukioKojima(c)YukioKojima

❶❶ ❷❷

❸❸

❹❹ ❺❺

❻❻
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カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

合併10周年記念事業・神科小を訪問しました

　合併10周年記念事業のアイデアとして、「市長と直接話しがしたい」という神科
小３年生の要望を受けて、訪問させていただきました。
　３年生によるコカリナ演奏を聞かせてもらったり、給食を一緒に食べながら、私
や上田市への質問にお答えするなどの交流を通じ、楽しませてもらうと同時に元気
をいただきました。
　10年の節目を市民の皆様とともに祝うべく、さまざまな記念事業が実施されま
すので、多くの皆さんにご参加いただきたいと思います。

２月18日㈭

東北復興支援及び真田丸PR事業を実施しました

　東日本大震災から５年が経過する中で、
被災地の方々に「元気」と「勇気」を届ける
ため、仙台市出身で上田市特別観光大使
である野

の

村
むら

未
み

奈
な

さんによる復興住宅での
ミニライブを実施し、野村さんの歌を聞
いて明るい笑顔を浮かべる方を大勢見る
ことができました。また、仙台市の稲葉
副市長と岩沼市の熊谷副市長との懇談の
中で復興状況をお聞きし、今後も被災地
の方々の心に寄り添いながら、息の長い支援に努めていく必要性を感じました。
　併せて、東北における真田氏ゆかりの地である宮城県白石市・蔵王町、秋田県由利本荘市による「みちのく真田ゆかりの地
観光振興協議会」の首長らと懇談をしました。既に東北など全国に点在する真田氏ゆかりの地をめぐるスタンプラリーも展開
しておりますが、今後も連携を強化しながら、全国の皆さんにそれぞれの地を訪れてもらえるよう努めてまいります。

２月11日（木・祝）～13日㈯

仙台市・稲葉副市長（写真右）面会２/12 「みちのく真田ゆかりの地観光振興協議会」との懇談
左から由利本荘市・小野副市長、白石市・風間市長、
上田市長、蔵王町・村上町長

２/13

　第53回全国中学校スキー大会大回転及び回転で見事優勝された小山選手へ市長
表彰を贈らせていただき、同校の田

た

川
がわ

実
み

侑
ゆ

さんからは同大会クロスカントリー女子
３㎞フリーで10位入賞の報告を受けました。
　小山選手は長野県大会では圧倒的な成績で優勝したことを称えられ、長野県ス
キー連盟会長賞を受賞し、その実力を全国大会でもいかんなく発揮され、素晴らし
い結果を収められました。
　引き続き国内はもちろんのこと、世界の舞台でも活躍されることを心より期待し
ております。

２月16日㈫
菅平中・小

こ

山
やま

慧
けい

選手に市長表彰をお贈りしました

写真左から３番目：小山選手
写真右から３番目：田川選手
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まちの話題

２月22日㈪

オリンピックメダリストが登壇
女性スポーツ勉強会in信州上田
　女性や子どものスポーツを、体の成長や栄養・睡眠などから
トータルで考える勉強会がサントミューゼで開催され、スポー
ツ関係者などおよそ230人が出席しました。
　オリンピックメダリストらによるシンポジウムでは、自らの体
験談を交えながら、選手の食事や健康などの現状や課題、こ
れからの展望について白熱した意見交換が行われました。

子ども輝く
第15回うえだ子ども文化祭を開催
　サントミューゼ大ホールとホワイエ
で、上田市文化少年団に所属する13団
体が舞台発表と展示発表を行いました。
　舞台発表では、真田陣太鼓と上田岳風
会、第４子ども劇団と民謡原田会の合同
発表も行われました。お客様の出迎え・
お見送りや司会、看板類の作成など、子
どもたちがいろいろな仕事を分担し、子
ども文化祭を成功させることができました。

２月13日㈯・14日㈰

上田

　上田電鉄では、大河ドラマ「真田丸」のデザインを
あしらったラッピング電車の出発式典を行い、市・
上田電鉄・市内観光団体・関係者を始め、多くの参
列者が上田駅ホームで運行開始を祝福しました。
　ラッピング電車の一番列車には、日向幼稚園の園
児たちが招待され、「真田丸」に因

ちな

んだ内装の車内に
入ると大きな歓声が上がりました。

にぎやかに、いざ出陣！
大河ドラマ「真田丸」ラッピング電車
運行開始!

２月21日㈰

　大河ドラマ真田丸コンサートが、主人公真田信繁の生涯のパー
トナー「きり」役を演じる長澤まさみさんをゲストに迎えて、サ
ントミューゼで開催されました。
　長澤さんたちによるドラマの話を交えながら、群馬交響楽団の演
奏によりドラマのメインテーマ曲をはじめとしたクラシックの名曲
が演奏され、また地元からは常田獅子の演舞も披露されました。

上田

２月21日㈰

オープニング
テーマ曲も披露
大河ドラマ
真田丸コンサート

上田

上田
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まちの話題

真田氏をどのくらい知っている？
真田三代戦国歴史検定を開催
　真田中央公民館で行われた検定には、昨年の３倍近い278人
が受験し、自らが持つ真田氏の知識を試しました。
　受験者は１～３級のいずれかを選び受験。それぞれ100の問
にマークシート形式で回答し、70問以上の正解で合格となります。
小学３年の男子児童は、「知能がある昌幸が好き。真田氏をどの
くらい知っているか試してみたい」と話していました。

　お子さんも一緒に気兼ねなく音楽を楽しんでもらおうと、第
５回抱っこdeライブが信州国際音楽村で開催されました。
　市内在住のチェロ奏者、寺

てらしま

島都
と

志
し こ

子さんが奏でる伸びやかな
音色が会場いっぱいに広がり、参加した親子はじっくりと聴き
入ったり、時には口ずさんだりして楽しんでいました。

素敵な音色を親子で楽しんで
抱っこdeライブ

３月10日㈭

３月６日㈰

本番に向けて猛練習
子
こ

檀
まゆ

嶺
みね

神社式
しきねん

年御柱大祭「おねり行列」
　子檀嶺神社式年御柱大祭が４月10日㈰に開催されます。
　お祭りの中で挙行される「おねり行列」は百万石の大名行列
を再現したものと言われ、総勢約300人が武士などに扮

ふん

して、
弓、鉄砲、槍、長

なぎ

刀
なた

などをたずさえ、笛、太鼓に合わせて練
り歩き、演舞を繰り広げる豪

ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

な行列絵巻です。中心的
な役柄は「奴

やっこ

」と呼ばれ、演じる若者はお祭り開催までの連日、
師匠とともに懸命に練習に励みます。

上田

真田

真田

国指定重要文化財
「織田信長所用韋

かわ

胴
どう

服
ふく

」を公開
市立博物館特別企画展
　１月４日㈪から市立博物館で開催した第一期特別企画展
「所蔵品が語る真田三代の活躍した時代」では、期間限定で
同館が所有する国指定重要文化財「織田信長所用韋胴服」を
展示しました。織田信長の遺品として旧上田藩主の松平家
に伝わったもので、鹿の革をなめして作られています。
　同館では第二期特別展「上田城築城と第一次上田合戦」を
６月28日㈫まで開催します。

３月５日㈯～27日㈰

武石

２月22日㈪～

丸子
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真田フォーラム＆真田スペシャル・トークショーを開催4/23
㈯

大河ドラマ「真田丸」の出演者がまつりを盛り上げます！

NHK 総合テレビ ㈰午後８時～
再放送（NHK 総合） ㈯午後１時５分～
NHK BSプレミアム ㈰午後６時～

　今年の「第34回上田真田まつり」は、「大河ドラマ『真田丸』のメイン舞台は信州上田」であることを、
さらに全国に周知する絶好のチャンスであることから、大河ドラマに出演する俳優の皆さんをお招きし
て４月24日㈰に開催します。
　さらに前日の23日㈯には、真田氏ゆかりの自治体による「真田フォーラム」を、また、スペシャルイ
ベントとして、大河ドラマ「真田丸」に出演の、近

こん

藤
どう

正
まさ

臣
おみ

さん（本多正信役）、桂
かつら

文
ぶん

枝
し

さん（千利休役）をゲ
ストにお招きして、「真田スペシャル・トークショー」を開催します。

日　時 　４月23日㈯16：00～19：30（予定。開場15：30）
場　所 　サントミューゼ大ホール
申し込み 　４月15日㈮までに（必着）、郵便往復はがきに下記必要事項を記入の上、申し込みください。

（応募多数時は抽選）
 【往信用表面】　 〒386-8601（住所不要）シティプロモーション推進室
 　　　　　　　「真田イベント」係
 【往信用裏面】　①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
 【返信用表面】　①郵便番号　②住所　③名前
 ※当日、入場整理券（当選者に送付[１枚で２名入場可]）をお持ちください。
 ※お子さん（１歳児以上）も入場整理券が必要です。

【第一部［16：00～17：30］】「真田フォーラム～真田氏ゆかりの地お国自慢」
出演予定 　・真田街道推進機構
 　 上田市、長野市
 　群馬県／ 嬬恋村、長野原町、草津町、東吾妻町、中之条町、高山村、みなかみ町、沼田市、

昭和村、川場村、片品村
 ・真田氏ゆかりの自治体
 　大阪府／大阪市、和歌山県／九度山町、秋田県／由利本荘市、宮城県／白石市、蔵王町
　  観光課　TEL23・5408

【第ニ部［18：00～19：30］】「真田スペシャル・トークショー」
ゲスト 　近藤正臣（大河ドラマ「真田丸」本多正信役）、桂文枝（大河ドラマ「真田丸」千利休役）
司　会 　渡

わた

邊
なべ

あゆみ（NHK横浜放送局エグゼグティブアナウンサー）
　大河ドラマ「真田丸」上田市推進協議会（  シティプロモーション推進室内）　TEL75・2554

近藤正臣さん 桂文枝さん 渡邊あゆみさん

幸
村
も
の
が
た
り（
其
の
十
弐
）

「
真
田
丸
」の
出
演
者
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
！

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：159,552人　男：78,112人　女：81,440人　世帯数：66,310世帯
　　　   （3,334人）　　　（1,564人）　　　（1,770人）

市の人口（平成28年３月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。
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